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科学研究における国際的地位の低下



博⼠号取得者の減少︓研究コミュニティの縮⼩
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研究環境改善WGが⽬指すこと

⽇本の科学をとりまく
環境・しくみの改善

サステイナブルなグランドデザインを提案します︕



ユニットの紹介（１）

グランドデザイン検討ユニット

・⽇本の研究⼒低下の要因の分析
・⽇本の科学技術が⽬指すもの︓原点から議論
・グランドデザインの検討
・⾏政、政治家との対話、アドボカシー活動

Design vector created by freepik - www.freepik.com



ユニットの紹介（２）

研究基盤検討ユニット

キャリアパス検討ユニット

・研究基盤の理想像を描く
・現状の研究基盤を明らかにする
・理想像を⽬指す上での⼿段・経路を検討する
・容易に理解することができる提⾔としてまとめる

・研究⼈材の多様なキャリアパスの実現を⽬標とし、
シンクタンク的な機能を担い、その実現に向けた
取り組みを⾏う



ユニットの紹介（３）

研究公正推進ユニット

⼈社系ユニット

・社会と広く対話することを通じて、研究者に求められ
る理想的な姿勢を明らかにする

・研究者が社会から信頼を得る上で必要な公正な姿勢を
表す「研究者の⾏動規範」を提⾔する

・⼈⽂社会科学系の視点からの研究環境改善
・⼈社系の社会的価値を⾼めるための活動
・⼈社系勉強会、⼈社系異分野交流会を実施



このような仲間を求めています︕

現在の⽇本の科学をとりまく環境に疑問を持
っており、「これを改善したい」という⾼い
モチベーションのある⽅

⾏政や政治家を含む様々なステークホルダー
とのオープンな対話を通じて、研究環境のし
くみを改善することに熱意をもって取り組む
ことができる⽅


